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最近、「IFRSに関する誤解」とい

う言葉をよく耳にします。2010年４

月に金融庁から「国際会計基準

（IFRS）に関する誤解」という文書

が公表されましたが、それとは別の

ものです。今回は、金融庁からでな

く、IASB関係者から発信されてい

ます。発信の場も、日本だけでなく、

イギリスやフランスなど、世界的な

ものとなっています。IASBのメン

バーの中には、 誤解 （Misunder-

standing/Misconception）ではなく、

神話（Mythology）や都市伝説（Ur-

banlegend）という表現を使う人も

います。本稿では、世界において、

IFRSに関するどのような誤解が存

在し、これに対してIASBがどのよ

うに対応しているのかを解説します。

なお、意見に係る部分は、個人的な

見解であることを申し添えさせてい

ただきます。IASBの公式見解は、

IASBでの審議を経てIASBUpdateに

記載された事項に限定されます。

2012年10月26日にロンドンで開催

された世界基準設定主体会議で、

IASBスタッフが「IASBの概念フレー

ムワークに関する誤解」というスタッ

フペーパーを配布しました。そこで

は、IASBの概念フレームワークに

関する19の誤解が紹介されていまし

た。IASBは2012年９月に、概念フ

レームワークプロジェクトを再開す

る決定をしました。IASBスタッフ

は、この概念フレームワークプロジェ

クトを進めるにあたって、まずは、

世間で蔓延しているIASBの概念フ

レームワークに関する誤解を解いて

おきたいと考えたものと思われます。

2012年10月の世界基準設定主体会議

で紹介された19の誤解は、次のとお

りです。

� IASBは、貸借対照表だけに関

心があり、財務業績は前年の貸借

対照表と当年の貸借対照表との単

なる差額であると考えている。

� IASBは、伝統的な損益計算書

を、その他の包括利益（OCI）と

合併させることにより廃止しよう

としている。

� IASBは、ヘッジ会計を廃止し

ようとしている。

� IASBは、経済実態を反映しな

い変動を作り出そうとしている。

� IASBは、取引の報告には関心

がない。

� IASBは、次のことにより慎重

性の原則を放棄している。すなわ

ち、将来の現金流出の可能性が高

いが、技術的には負債の定義を満

たさない場合に、企業が負債を認

識することを禁止しており、また、

企業が未実現利益を計上すること

を認めている。

� IASBは、すべての負債を、企

業が自己の債務を支払えなくなる

こと（「自己の信用」の影響）を

示唆する方法で測定したいと考え

ている（たとえ、その可能性が非

常に低い場合であっても）。

� IASBは、資産を負債と不整合

な方法で測定した場合に生じる会

計上のミスマッチを気にしていな

い。

� IASBは、次のことにより、実

質よりも形式を優先している。す

なわち、IASBの資産および負債
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の定義を満たす項目だけを貸借対

照表に計上し、また、資産および

負債の技術的な定義を満たす項目

すべてを貸借対照表に計上しよう

としている。この見解を持つ者は、

財務諸表利用者には、IASBの資

産および負債に関する技術的な定

義に基づく貸借対照表は理解され

ておらず、また、２つの貸借対照

表の増減のみに基づく損益計算書

は理解されないと考えている。

� IASBは、企業に、購入契約、

販売契約、先渡契約など、すべて

の未履行契約を会計処理させたい

と考えている。

� IASBは、公正価値ですべてを

測定しようとしている。

� IASBは、企業が財政状態計算

書で事業全体の価値を示すことを

望んでいる。

� IASBは、企業のビジネスモデ

ルと矛盾する会計処理を望んでい

る。

� IASBは、すべての資産を解散

価値で測定したいと考えている

（たとえ、企業がそのような価値

で資産の売却を望んでおらず、そ

の必要がない場合でも）。

� IASBは、複雑すぎる会計を作

り出そうとしている。

� IASBは、費用対効果のテスト

に合格しない会計を作り出そうと

している。

� IASBは、期待値（確率加重平

均値）をすべてのものに使用した

いと考えている。

� IASBは、企業およびその資源

に関する経営者の受託責任の評価

に関して、財務諸表の重要な役割

を無視している。

� 会計基準を開発する際に、IASB

は、利用者への有用な情報の提供

よりも、むしろ抽象的で理論的な

概念フレームワークへの準拠に固

執している。

IASBスタッフは、これらはすべ

て誤解であると述べ、なぜ、それが

誤解であるのかをスタッフペーパー

で詳細に説明しています。この

IASBの概念フレームワークに関す

る誤解のスタッフペーパーは、経済

産業省のウェブサイトにも掲載され

ていますので、興味のある方はご覧

になってください1。

IASBのHansHoogervorst議長は、

2012年11月のアジア・オセアニアオ

フィス開所式の場で、「IFRSについ

ての神話を一掃する」と題したスピー

チを行いました。そこで、Hoogervorst

議長は、世の中に蔓延するIFRSに

関する神話のうち、いくつかを紹介

し、その１つひとつに反論しました。

Hoogervorst議長が紹介した、IFRS

に関する神話は次のとおりです。

� IASBは、実は、公正価値にし

か興味がない。

� IASBは、貸借対照表にしか興

味がなく、当期利益を包括利益に

置き換えようとしている。

� IFRSは、ロンドンとウォール

街の金融人にのみ利用されている

（すなわち、製造業には向かない）。

� IASBは、遠くロンドンにいる

アングロサクソンによって支配さ

れた象牙の塔である。

Hoogervorst議長のスピーチは、

アジア・オセアニアオフィスの開所

式という機会を利用して、アジア・

オセアニア地域、特に、日本におい

てよく聞かれるIFRSについての誤

解を解こうとしたものと思われます。

2013年２月、フランス出身のIASB

理事PhilippeDanjou氏が、フランス

でのスピーチでIFRSに関する10の

典型的な批判に対して反論しました。

この10の典型的な批判は次のとおり

です。

� IFRSは、公正価値を広範囲に

適用しようとしている。

� IFRSの目的は、財務諸表に企

業価値を反映させることである。

� IFRSは、「慎重性の原則」を否

定している。

� IFRSは、法形式よりも経済実

態を優先している。

� IFRSに基づく財務諸表は、経

営者を混乱させるだけである。

� IFRSは、企業のビジネスモデ

ルを反映しない。

� 企業結合会計の取扱いは常軌を

逸している。

� 金融商品は、すぐに全面公正価

値評価となり、稼得利益の変動が

増加する。

� 公正価値は、たとえ市場の流動

性がない場合であっても、常に市

場価格と定義されている。

� IFRSは、経済実態を反映しな

い会計上の変動を作り出している。

このスピーチは、フランス語で、

主としてフランスにおいて聞かれる

誤解を解くために話されました。

IFRSを長年使用しているフランス

においても、日本と同じような誤解

が存在し、IASBの関係者が、その

ような誤解を解こうと努力していま

す。
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では、これらの誤解のうち、日本

で特によく聞かれるものを、2012年

11月のHoogervorst議長のスピーチ

に基づいて、もう少し詳しくみてい

きたいと思います。

Hoogervorst議長が、東京でのス

ピーチで最初に述べたIFRSの神話

は、「IFRSは公正価値にしか興味が

ない」というものでした。すなわち、

IASBは貸借対照表の全面公正価値

評価を目指しているというものです。

日本のメディアでも、IFRSの特徴

として、「原則主義」、「貸借対照表

重視」、そして、「公正価値測定」を

挙げる記述をよく見かけますので、

Hoogervorst議長の発言が真実であ

れば、日本におけるこれらの記述が

誤りであった可能性があります。

まず、IASBが、「すべての資産お

よび負債を公正価値測定しようとし

ている」というのはどうでしょうか。

これは明らかな誤りといえるでしょ

う。なぜなら、IASBのこれまでの

議論を見返すと、過去から現在に至

るまで一貫して、IASBが公正価値

測定と原価に基づく測定の混合モデ

ルを支持していることがわかるから

です。では、IASBは、「どちらかと

いうと、公正価値測定の方が好まし

いと思っている」というのは正しい

でしょうか。この答えは、いつ、誰

が、どの資産や負債を対象として発

言したかによって異なると思われま

す。金融商品会計を例にとると、か

つては全面公正価値測定を支持する

とも取れる発言も聞かれましたが、

最近のIASBでの議論では、企業の

ビジネスモデルに基づく混合測定モ

デルが支持されているようです。金

融商品以外の資産および負債だと、

例えば、IAS第40号で投資不動産の

公正価値評価が選択できますが、こ

れは、投資不動産のポートフォリオ

を定期的に時価評価するようなビジ

ネスモデルに対応するためのもので

す。それ以外のビジネスモデルでは、

通常は、取得原価に基づく評価が選

択されます。このことからも、IASB

は、取得原価よりも公正価値の方が

好ましいと考えているのではなく、

むしろ、企業のビジネスモデル、す

なわち、企業がどのようにキャッシュ・

フローを生み出しているかによって、

公正価値測定をするのか、それとも

原価に基づく測定をするのかを使い

分けていると考えた方がよいように

思われます。

次に、IASBが損益計算書よりも

貸借対照表を重視しているかどうか

ですが、Hoogervorst議長は、損益

計算書と貸借対照表はお互いに補完

関係にあるものなので、どちらかが、

もう一方よりも重要ということはな

いと言っています。IASBのスタッ

フの中には、個人的な見解として、

損益計算書が最も基本的なものであ

るという意見を持っている者もいま

す2。このことからも、IASBは貸借

対照表重視であるという記述が誤り

であることがわかります。

IASBが貸借対照表重視であると

いう誤解と共に、よく耳にするのが、

「IASBは当期利益を包括利益に置き

換えようとしている」という誤解で

す。これに関しては、Hoogervorst

議長は、当期利益は非常に重要な業

績指標であると述べています。また、

包括利益の中にはいろいろな項目が

含まれていて、これらの中には財務

諸表の利用者が分析し利用するよう

な項目が含まれているとも述べてい

ます。IASBは、これらの異なった

利益や損失が、どのように報告され

るべきなのかを明らかにする必要が

あると考えています。IASBは、現

在のその他包括利益には様々な項目

が含まれており、あまり整理された

状態ではないので、これらを整理し

て、損益計算書をこれまで以上に意

味のあるものにしていかなければな

らないと考えています。これを行う

ための最初のステップが、概念フレー

ムワークプロジェクトです。概念フ

レームワークプロジェクトは、2015

年９月の完成を目指して、2012年９

月に再開されたばかりです。議論は

始まったばかりなので、当期利益を

包括利益に置き換えるというような

マスタープランは、当然、存在して

いません。

３番目は、IFRSは製造業には向

かないという神話です。Hoogervorst

議長は、これも事実に反すると述

べています。IFRSは、100を超える

国と地域で使われており、IFRSを

使用している企業の多くが製造業で

す。おそらく、2007年に金融危機が

発生し、メディアの関心が金融機関

に集まり、また、IASBでも、金融

商品会計基準の改定に多くの時間を

費やしてきたので、IFRSは金融機

関向きという誤解が生じてしまった

のかもしれません。しかし、実際に

は、IFRSは、製造業、小売業、サー

ビス業などを生業とする世界の多く

の企業によって日々使われています。

日本の近くでは、韓国や台湾が最近

IFRSに全面移行しました。韓国や

台湾の上場企業の多くが製造業であ

ると聞いています。

Hoogervorst議長が述べた４つ目

の神話は、IASBがアングロサクソ

ンによって支配された象牙の塔であ
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るとういうものです。しかしながら、

Hoogervorst議長の存在が、この神

話が誤りであることを証明していま

す。なぜなら、Hoogervorst議長は

アングロサクソンではないからです。

アングロサクソンとは、ゲルマン系

のアングル人、ジュート人、サクソ

ン人のことで、アングロサクソン諸

国という場合には、英語を母国語と

するイギリス、アメリカ、カナダ、

オーストラリア、ニュージーランド

などを指します。Hoogervorst議長

はオランダ人なので、アングロサク

ソンではありません。

日本では、IFRSは欧米の基準で、

IASBは外国の組織であるという記

述をしばしば見かけます。しかし、

本当のところは、IFRSは国際基準

で、IASBは国際組織なのです。そ

して、その国際組織に対して、日本

は、IASB設立当初から人的にも資

金的にも重要な貢献をしてきていま

す。現在でも、２名の評議員と１名

の理事が日本人です。その２名の評

議員のうち、１名は評議員会の副議

長です。また、解釈指針委員会など

の重要な委員会には必ず日本人メン

バーが参加しています。ロンドンの

IASBでは複数の日本人がスタッフ

として働いています。2012年10月に

は、ロンドン以外で初めてのオフィ

スが東京に開設されました。このよ

うな状況をみるに、日本は、IASB

という国際組織の中心的な構成国の

１つであるといっても過言ではあり

ません。Hoogervorst議長は、常日

頃から、日本に対して、IFRSの基

準設定に関してアジア・オセアニア

地域のリーダーになってほしいと発

言しています。

このように、IASBでは、これま

でIFRSに関して世間で言われてき

たことで真実でないと思われること

に関して、誤解を解く努力をしてい

ます。Hoogervorst議長やDanjou理

事のスピーチは、IASBがこれらの

批判を認知していて、それをオープ

ンに話し合い、前向きに取り組んで

いく姿勢があることを示しています。

日本は、IASBという国際組織の中

心的な構成国の１つとして話合いに

積極的に参加し、IASBの取組みを

支援して、高品質な財務報告基準の

開発に貢献していくことが期待され

ています。

〈注〉

１ http://www.meti.go.jp/committ

ee/summary/0004637/pdf/023_06

_00.pdf

２ 「会計・監査ジャーナル」2013

年４月号「IASB概念フレームワー

ク・プロジェクトの動向」参照
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